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末杓神経 の 局所血流測定法 と して レ ー ザ ー ト ッ プラ ー 法の 有用 性 を犬坐 骨神経で 検討 した ． 水素
ガ ス ク リ ア ラ ン ス 法と の 比較 に お い て r ニ 0 －977くpく0．0い と い う 高い 相関を認 め ， ま た熱拡散法と の
同時連続測定に お い て も近似 し た変化を 示 し た － レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 は末棉神経血流測定法と して ，
1う 連続測定が可軋 2う 小組織の 測定が可能 ， 3フ 環境変化 の 影響 を受 けに く い ， り 絶対値の校正
が可能で あ る ， な どの 利点 を有 して い た ． こ の 方法 を用 い ， 神経 内阻血 を も た ら す 全身的因子 と し て
Hy pote n sio n と Hypoxia ， 局所 因子 と して 大血 管遮断時の神経の血行動態を連続的 に検討 し た ． 平均
動脈圧 りり と神経血流 くYl は Y ニ 0 ．533 X－0．664r ニ 0．8 05くpく0．01 と直線的な関係 を示 した ．
Hy po xia に お い て平均動脈圧 は 18士 4 ％上 昇 し ， 神経血 流量 は 41士16％有意に 増加 した くpく0．0 5L
その 経過 は平行 し てお り， 血流 増加 の 主因は血 圧の 上昇 と考 え られ た ． つ い で腹大動脈と大腿動脈遮断
に お け る坐骨神経 の 阻血 と神経機能 の 関係 を調査 した － 9例中 6例 に 大 腿 中央部 で坐 骨神経誘発電位
く11 er V e e V Oked potential， N E Pl の 伝導障害が見ら れ た ． N E Pの 消失 し た群の 血流量は ， 阻血 後15分
で ， 正 常の 7■7士4 ．5％に 減 少し て い た ． 山 方阻血後も N E Pの 消失 し なか っ た群 は ， 15分の血流が22．5
士2 ■0％で あ っ た ． それ よ り末梢神経 の 機能障害 を起 こ す血 流量の 臨界点は約 7％か ら2 0％ に 存在 す る
と考 え られ た ．
Key w o rds peripher al n e rv e， blo od flo w， 1as er dop pler， ische mia
末栴神経組織 は刺激の 伝導と い う機能保持 の た め に
持続的な酸素の 供給 が必要 で あ り ， 神経 内微小循環が
その 役割を果 た し て い る ．
生体内で 神経内阻血 をも た ら す全身的因子 と し て ，
Hypote n sio n と Hypoxia ， 局所的に は大血 管遮断 に
よる阻血 が考 え られ る ． 本研究 の 目的 は こ れ ら末梢神
経内阻血時の 血 行動態 を解明 す ると 共 に
， 神経機能と
血流量の 関係 を調 べ ， 阻血状態 で神経機能 を保 つ た め
の必 要な血 流量 を知 る こ と に あ る ． こ の 目的 を達成す
るた めに 末棉神経内の 血 流量 の 変化 を経時的 に 測定す
る必 要が ある ． こ れ ま で 末榔中経 に お ける 種々 の 局所
血流測定法1ト 可 が 報告さ れ て い る が ， 経 時 的 に 変化 す
る神経の 血 流を連続的 に 測定す る 方法5， は少な い ．
1964年 ， Yehe と Cu mmin s6，に よ っ て 発表 さ れ た
レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 流速計は1970年代 に 入 り血流測定
法と して ク ロ ー ズ ア ッ プ され てき た ． レ ー ザ ー ド ッ プ
ラ ー 法は 波長が極 め て短 く ， 位相が均 一 で ， 伝達速度
が格段に 速 い と い う レ ー ザ ー 光の特性 を生か して ， 空
間分解能の 飛 躍的向上 が 期待 で き る ． さ ら に 非侵襲的
に 連続測定が可能 で ある とい う利点が ある ． 現在 ま で
に 皮膚血 流乃 を始め 生体各部位 で の 応 用8ト 101 が 報 告 さ
れ て い る が ， 末梢神経 に 用 い た も の は少ない 5H り． そ こ
で 本研究 で は先ず
，
レ ー ザ ー ド ッ プラ ー 血 流計 の 末梢
神経組織 に お け る有用 性に つ い て 検討 し， つ い で阻血
状態の 血 行動態 に つ い て 検索 し た ．
材料お よ び方法
工 ． レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 の 検討
レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法末棺神経血流測定法 と し ての
有用 性 を検討 した ．
A bbre viatio ns こN B P， n e r V ebloodflo w三 N E P， ner Ve e V Oked pote ntial．
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測定装置と し て ， レ ー ザ ー 式組 織血流計 L B F－221
いでイ オ メ ディ カ ル 社 ， 金沢ラ を用 い た ． こ の 装置の
原 理 は フ ァイ バ ー 端出力 1m W の 半導体 レ
ー ザ ー く波
長7 80n mう が光 フ ァ イ バ ー で組織 に 照射 され る と多重
散乱 を受け なが ら 一 部は透過 ， 又 は 吸収 され る ． 毛細
血管壁 を透過 し た レ ー ザ ー 光 は ， 動 い て い る赤血球 に
衝突す る と ト ッ プ ラ ー 効果 に よ り ， その 速度 に 比 例 し
た 周波数偏移と量 に 比 例 した変化 を受け る ． 後 方散乱
光 を求心性 フ ァ イ バ ー に よ っ て フ ォ ト ダイ オ
ー ド 一 に
導き ． 増幅後 ， ヘ テ ロ ダイ ン検 波に よ り電気信号処理
回 路で 分析 ， 演算を 行 い ， 血 流 量 を 求め る ． 時定数は
2．3秒 ． S P A N は100に 設定 し た く図 1う． 末栴神経組
織用 と し て 直径 55 0JL m の Pr obe を作 成 し た く
2う．
1 ． 測定範囲一測定深度 の 計測
レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法は組織 に よ り レ ー ザ ー 光の 反
射や 吸 収 ， 光学的消散長 が 異 な る た め 測定範囲も適っ
て くる ． 末栴神経組織内 で の 測定範囲を明 ら か に する
た め に ， 2本の 光 フ ァ イ バ ー を用 い
一 方よ り レ ー ザ ー
光 を ． も う 一 方は オ プ チ カ ル パ ワ ー メ ー タ ー LS P－
Fig．1． B lo ck diagr a m of m ea s u r e m ent of the
la s e rdop pler m ethod． L P E，
Low －Pa S Sfilte rニ B PF， Ba nd
－
pa SSfilte ri R MS， Ro ot m e a n squ a
r e．
L孔Se r prOtIe
Fig． 2． Sche m a ofthe la ss e rpr obe一
periphe r al n e r v etis s u e
Fig．3． Expe rim e nt fo r studying the s a mp
le
v olu m ein the pe riphe ral ner v etiss u e しISing
the la se rdop ple r m ethod． W he n the dista n c e
of pr odes w er e changed by O ． 1 m m， the
r efle cted la s er po w e r w a s r ec o rded．
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3く10 く三 和 電 気計器社 ， 東 割 に 接続 し た ． 犬 の 坐 骨 神
経を取 り 出し ， フ ァ イ バ ー 先端を神経組織内に 埋 没さ
せ ． マ ニ ュ プ レ
ー タ ー を用 い て 固定 し た ． フ ァ イ バ ー
先端の 距離 を 0■1m m ず つ 変化 さ せ ， 反 射 し た レ ー
ザ ー 光の 強 さ を測 定 した く図3う．
2 ． 吸入 式水 素 ク リ ア ラ ン ス 法と の 比 較
従来よ り組織局所 血 流測定法 と して 一 定の 評 価の 得
られ て い る ， 吸 入 式水素 ク リ ア ラ ン ス 法 と の 比 較 を
行っ た ， 測定装置は電気分解式組織 血流計 R B F－2 い
イオ メ デカ ル 社， 金沢う の 水素ガ ス 濃度測定装置と記
録装置を用 い た 一 雑種成 犬 8 匹 を用い 気 管内挿管後
G O Fに て 全身麻酔を行 っ た ． 呼吸 は パ ン ク ロ ニ ュ ウ
ム プロ マ イ ド く0，15m gノKgl で 非勧化 し ， 調節呼吸 と
し た ． 頚動 脈 に カ テ ー テ ル を挿 入 し ， 血 圧 測 定器
F E N 6102く日 本光電 ， 東京1 に て平 均動脈 圧 を モ ニ
タ ー した ． 大腿 後面 で e xtrin sic v es s el を損傷 し ない
よ う に 坐骨神経 を展開 し た ， 呼吸 に 伴う 下肢 の 動き の
影響 を避 け る た め に
， 腹臥位 で 腰椎棟突起 を固定 し ，
腹部 を浮か せ た ■ 10％の 水素ガ ス を呼吸 を通 して 与え
た． 大腿 中央部 に 水 素 ク リ ア ラ ン ス 用 電極と レ ー ザ ー
prode を 設置 し ， 坐 骨 神経 の 血 流 を 測定 し た く図
4う．
3 ． 熱拡散法と の 比 較
前実験と同 じ方法 で 坐骨神経の 大腿中央部に 熱拡散
法を用 い た 熱勾配式組織 血流計 い イ オ メ デ ィ カ ル
社， 金主別 の セ ン サ ー と レ ー ザ ー pr Obe を 設置 した
く図4 う． 腹大動 脈 を遮断 し神経血流 の 変化 を観察 し
両者を比 較検討 し た ． 熱拡散法の 原理 は ， 一 定温度差
に 保 っ た 熱電対 に よ り血流変化に よ る微細 な温度変化
か ら血流量 を算出す る ．
I工． 未棉 神経 血 行 動態の 検討
レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 を用 い
， 末楷神経内阻血 をも
たらす以 下 の 状態 に お け る血 行動態 に つ い て 検討 し
た． 方法 は前実験 に 準 じた く図 4I．
1 ■ Hypote n sio n の 影 響
成犬 9 匹を用 い 坐 骨神経血流 を測定 しな が ら
， 頚動
脈よ り段階的に 筒 血 を 行 い 血 圧 を低下さ せ
，
坐骨 神経
の大腿中央部の 血 流を測定 し た ． 胃 血 操作後 ， 平均動
脈圧 と レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 の 測定値 が ほ ぼ－一一 定 と
なっ た点 を プ ロ ッ ト し た ．
2 ． Hy pくっXia の 影響
成犬 9 匹 を用 い 10％ 02 を10 分間吸 入 さ せ ， こ の 間
の 坐骨神経血流 量 と 平均動脈 圧 の 変化 を観察 し た ．
Hy po xia 開始前と終了直前で 動脈血酸素分圧 くP aO2う
を測定し た ．
3 ， 大血 管遮断 に よ る 影 響
1う 坐骨神経 の 血 行支配
坐骨 神経 へ 流 入 す る 主 な 動脈 は前殿動脈
， 後 殿 動
脈 ， 内側大腿回旋動脈 ， 後大腿動脈の 分 枝で あ るほ，13，
開腹後 ， 腹動脈 に 達 し， 深腸骨回 旋動脈の 上 下 ， 大腿
動脈 は大腿深動脈の 上下 で絹糸 を長引犬に 掛け ， そ の 両
端 を ア ル ミ ニ ウ ム 管に 通 して 引き 出し ， 絹糸を牽引す
れ ば動脈壁 が ア ル ミ ニ ウ ム 管に 圧 迫さ れ て ， 血 行 が遮
断され る よ う に し た － レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 に て 坐 骨
神経の 近位部 くRlう
， 大腿 中央部くR 2フ， 脛 骨神経近位
郡 くR 3う の 大血管遮断に よ る血行動態を観察 した く囲
5 1■ さ ら に 水素 ク リ ア ラ ン ス 法 を用 い て ， 両血管遮
断に よ る血流 の 変化 を検討し た ．
2ユ 神経血流量 と神経誘発電位と の 関係
腹大動脈 と大腿動脈 を同時 に 遮断坐骨神経 の大 腿中
Fig． 4． Sche m a of m e a s u r e m e nt of N B Fa nd
S Ciatic N E P． 1， Re spir atori 2， Intr a v en o u s
infu sio ni3， Blo od pr es su r e m o ntori gi4， N B F
mea su r e m e nt by La se r dop ple r method，
hydr oge n wa sho ut te chniqu e a nd the r m al
diffu sio n m ethodニ 5， Epidu r al ele ctr ode for
Stim ulatio n三6， reC O rding ele ctr ode fo r s ciatic
N E Pニ7， r efe r e n c eele ctrode fo r s ciatic N E P．
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央部 くR 2う の 血 流 を連続的に 観察 し た ． こ の 間 ， 末梢 電極 U P G－100－2 Pくユ ニ
ー ク メ ディ か レ社 一 束 射 で
神経 の機能 を知 る ため に ， 坐 骨神経誘発電位 くn er ve 刺激 し た ． 刺激装置は モ ジ ュ
ー ル 型 筋電計 M S－6 の 電
e v oked potential， N E Pl を測定す る こ と と し た ． す 圧 刺激装置 N T 6くM edele c 軋 Su rr eyJ を用い た 一
なわ ち ， L4椎体 レ ベ ル に 挿入 した硬膜外 カ テ
ー テ ル 刺激に は 0－2m s持続の 矩形波 を用 い ， 刺激頻度 は 50
Obstru ctio n
Sciatic n．
Fig． 5． A ニ Diagr a m of a rte rialblo od s up ply of the s ciatic n e rv e， in which site s
of blo ckage a r eindic ated． Bこ Rl， R 2， R3 indic ate the r e c o rded sites of n e rv e
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Fig． 6． Cor r elatio n betw e en the r efle cted la se rpo w e r a nd the dista n c e of
pr obe s．





































Fig．7． Relatio n ship of lo c al blo od flo w betw e－
e n the la se rdop pler m ethod a nd hy gr oge n
W aSho ut te chniqu e． A high c o rr elatio n wa s
Obse rv ed． Regressio n equ atio n， Y ニ 1．85十3．21
Xこ C O rr elatio n c o effic e nt． r ニ 0 ． 9 5 5くpく
0．0い．
m e r 皿 al di r nlS土o n
m et bod
La s er dopple r























j 工s cbemi孔 1 血n E
－，二．－．，一上二二1，一，一二．一二十一上．，r－．．，．H．一u一－，．－L
Fig． 8． Cha nge in blo od flo w in s ciatic n e rv e
くR 2J． Top， the r m al diffusio n m ethod． Botto m，
1a s erdop ple r m e a s u r e m e nt． Ische mia w a s
m adein the a re a sho w nby obstru ctio n ofthe
abdo min al a o rta ．
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Hz
， 刺激強度 は誘発電位の 振幅が ほ ぼ 一 定 す る 最 小
値す なわ ち 50へ 60 V と した． 記録電極 に は 脳波用 針
電極 N E 223Sく日本光電革L 東j削 を用 い ， R2に 電極
を刺入 し た ． 不 感電極は大腿後面の展開 に 用 い た 開創
器 と した ． N E Pの 増幅に は Medele c社製 A A 6を使
用 し
， 加算に は 同社 の D A V 6を用 い32回 の 加算 平 均
を行 っ た ． 5 分 毎に N E Pを記録 した ． 個体差 に よ り
N E Pの 消失 しな か っ た も の をN く十1群 ， N E Pの消
失 した も の を N ト1 群と した ． 対照群 と し て
，
大血
管 に 操作 を加 え な か っ た も の を C群 ， 塩 化カ リ ウム 静
注 に よ り 心停 止 を起 させ た も の を D群と し た ．
II
． 統 計学的検討
成績 は す べ て m e a n士S Dいり で あ ら わ し た ． 対応
ある 2群 の平均値 の 差は Pairedt－te St
， ま た は分散分
析後 ， Du n c a nの 多重比 較 を行 っ た ． 2群の 相 関関係
は Pe a r s o nの 横率相関係数を求め ， 有 意性 の 検討 は
Fisher の r表 に よ っ た ． 両者 の 回帰直線方程式 を算出
した ． pく0 ．05 を有 意と した ．
成 績
工 ． レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 の 検討
1 ． 測 定範囲 の 決定
末梢神経組織内 で 発信用 と 受信用 の 2本 の フ ァ イ
バ ー 先端 の 距離 を増加さ せ る と 0．3m m よ り反射光の
強さ は指数関数的 に 減少 し， 2．2m m まで 測定 可 能 で
あ っ た く図6ト つ まり 発信さ れた レ ー ザ ー 光 は 末梢
神経組織内で は 2．2m m まで 測定可 能と い う こ と に な
る ． 実際 ， 血 流測定用 に 伺 い た pr ode は発信用 と 受信
用 の フ ァ イ バ ー が 同 一 平 面上 に ある の で 発信 さ れ た
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Fig－ 9． Relatio nship betw ee nN B Fm e a su r ed by
la s erdop ple r m ethld and m e a n a rte rial
pr e SS u r e．
Regr e ssio n equ atio n， Y ニ 0 ． 5 3 3 X－ 0 ． 6 64i
Co rr elatio n c o effic e nt， r ニ 0．805くpく0 ．0 1l．
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ト を起 こ し ， 受信用 フ ァ イ バ ー に よ っ て検出さ れ る た
め に は ， 往復 の距離 を考え る と そ の 赤血 球 は 2■2m m
の 1ノ2 の距離で あ る 1．1m m 以 内に 存在 し な けれ ば な
ら な い ． つ ま り 本装置 で は 末檎神経組織内の 測定深度
は約1 m m と考 え られ た ．
2 ． 吸 入式水素 ク リ ア ラ ン ス 法と の 比 較
レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 と吸 入 式水素 ク リ ア ラ ン ス に
ょ る測定値の間に は r ニ 0．977 くn 二 8Iくpく0 ．0 1 と
い う 高 い 相関が認 め られ た く図 7 L 吸 入式水素 ク リ






















































較正 が 可 能 で あ る ．
3 ． 熱拡散法 との 比 較
腹大動脈遮断 に よ り坐 骨神経血流は急激に 減少し ，
以 後徐 々 に 一 定 の 値 に 近づ い た ， 遮断解除 に よ り ， 再
び血流 は増加 し ， rebo u nd 現 象が 認 め ら れ た ． レ ー
ザ ー ド ッ プ ラ ー 法と 熱拡散法 に よ る血 流 の 変化 は良く
対応 して い た く図8 1．
以 上 の 基礎実験よ り レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法が末梢神
経の 血流測定法 とし て有用 で あ る こ と が 証明 さ れ たの
で
，
こ れ を以 下 の 実験 に 用 い た ．
Tablel． Effe ct of hy po xia o nblo od flo w in the s ciatic n erv e．
M e a n a rte rial pr es s u re
pre du ring r ate
n くm mHgI く％1
Ne r v eblo od flo w
Pr e du ring r ate
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Fig． 10． Effe ct of hypoxia on N B Fa nd m e a n a rte rial blo od pr e ss u r e■ Hy poxia
W a S C a u Sed by bre athing lO％ 02fo rlOmin．
阻血状態下の 末棺神経 の 血流変化の測定 995
l
．－．－，一ご 一一－u




















































山 t r H l tl ．1
Fig．11． C ha nge sin N B Fwhen a o rta a nd fe m －
Or al a rte ry a r e obstru cted． Up pe r， pr O Xim al
S Ciatic n e rv eくRI ． M iddle， midsciatic n e rv e
くR2J． Lo w e r， pr O Xim altibial n e rv eくR31．
H
． 末梢神経血行動態の 検討
1 ． Hy pote n sio n の 影響
レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 に よ る 測定値 ， 神 経血流
くYう と平均動脈圧 りり は Y ニ 0．533 文一 0．664 でr
ニ 0．805くn ニ 551 くpく0．01J と直線的な関係 を示 した
く図9ト
2 ． Hy po xia 影響
10％ 02の10分間の 吸 入 前と終 了直前で ， PaO2 は172
士 7 から 49士 3m m Hg くn ニ 4う と 有意に 低下 し た
くpく0．05l－ Hy po xia の開始 と共に 平均動脈圧 は 9 7
士 4 m mHg か ら1 14士 5 m mHg くn ニ 91 と有意 に 上
昇し くpく0．05う， 約5 分で ほ ぼ 一 定の 備 に 達 した ． 神
経 血流量 は血圧 の 上昇 に と も な っ て43 士14 か ら58 士
1 6くn ニ 9う と有意 に 増加 した くpく 0．0 5う． Ey po x－
ia 解除後は 平均動脈圧 の低下と共 に 神慮血流量 は急
激 に 低下 し ， Hypo xia 前の 値 に 戻 っ た ． こ の 間の ， 平
均動脈圧 と 神経 血流量 の増加率 は それ ぞれ 18 士 4％，
41士16％ くn こ 9I であ っ た ． しか し両者の 間に は有
意な相関は な か っ た く表 1 ， 図10う．
3 ． 大血管遮断に よ る影響
い 坐骨神経 の量的血行支配
水素ク リ ア ラ ン ス 法で は坐 骨神経近位 くR lン で26．9
士 3 か ら5．9 士 3mllminJlOO mi， 坐 骨神経大腿中央部
くR 21 で は25．2士7－3か ら0．5士1．Omllmin1100ml， 脛
骨神経近位 くR 3I で は18． 2士 3．0 から O mlノminハ0 0
mlくn ニ り と有意 に 変化 した くpく0．05つ く表 2J．
次 に レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 に て ， 同 一 部位の 血 流の
変化 を測定 した ． 叫 例 を示 す ． Rlで は 大腿 動脈遮断
で20％低下 ， 引き続 き腹大動脈 を遮断し ， 93％低下 し
た ． R2 で は大腿 動脈遮断で35％， さ ら に 腹大動脈遮
断 し96％低下 した ， R 3で は大腿動脈遮断で85％ ， 腹
大動脈遮断を追加 す る と90％低下し た く図11つ． こ れ
らの 結果 よ り Rl と R 3 の間で 伝導障害が起 こ る と考
えら れ た ． 以 上 よ り ， 神経 の 機能 に 影響を及 ぼ す血 流
Table2－ Ne r v eblo od flo w in differ e nt s egrn e nt of s ciatic a nd
tibial n erv e m e a su red by hydr oge n w a sho ut te chniqu e
くm Vmin1100mり
A o rta and fe m oral
No r m al a rte ry blo ck
n ニ 4 m ニ 3
Proxim al sciatic n er v e くR l1 26．9士3．3 5．9 士5．3ヰ
M id－S Ciatic n er v e くR 21 25．2士 7．3 0．5 士1．0春
Pr o xim altibial n e r v e くR 31 18．2 士3．0 0 ホ
Ea ch v alu e r epre se nts， m e an 士 S－ D－ ホ ， Pく0－05 by paired t－te St．
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量 を知 る ため に は ， R 2で の 神経血 流量 と N E Pの 測
定が 有用 と推察 され た ．
21 神経血流量 と 神経誘発電位と の 関係
硬膜外電極刺激 に よ り単極導出さ れ た 坐骨神経誘発
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Fig．12． Ty pic al w a v efo r m of N E P．
の 緩徐 な 波に 挟 まれ た陰性の ス パ イ ク 電位で ， 伝導速
度は 85，5士3．5mノs くn ニ 12う で あ っ た く図12う． 腹大
動脈と大腿動脈 の 同時遮断で ， 9例中 6例 に N E Pが
消失 した ． 1 例 を 示 す ． 遮 断 に よ り 血流 は 遮 断前の
7％ に な る が ， 15分間 は N E Pの 有意変化 は な か っ
た ． 20分 よ り振幅は急に 低下 し ， 完全 ブ ロ ッ ク と な っ
た ． し か し55 分頃よ り N E Pは徐々 に 回 復 した ． 血流
も70分後 に は12％ ま で 回 復 して い た く図13う ． 3例 で
は N E P が消失 しな か っ た ．
各群 の R 2の 振幅の 変化 は血流遮断前の 波型 を コ ン
トロ ー ル と し て パ ー セ ン ト表 示 し た ． 血流遮断後10
分ま で は 各群 に 統計学的有意差 は認め な か っ た ． 15分
に は D群 は 37．5 士30．0％ くn 二 7I と減少 しC群 ， N
く十フ 群と の 間に 有 意羞 を認 め た くpく0．0 引． D群は
Table3． C he nge s in the a mplitude of the s ciatic n e rv e ev oked
pote ntialsin fo u rgr o ups■
Am plitude く％l of c o ntr oI valu e
C N く＋う N く一 つ D














102．9 士2．2 111．4 士18．5 98．2 士25．2 100．1 士14．7
100．6 士1．6 113．4士20．5 74．7 士36．0 95．1 士27．
100．3 士1．5 101．2士 3．7
101．7 士6．0 102．9 士 3．7
101．4 士6．7 103．5 士 3．1
101．3 士6．2 1 02．5士 6．0
101．0 士7．0 104．2士 3．4
，
101． 士6．9 104．1 士 3．8
102．9 士7．1 104．0 士 5．4
103．1士7．3 105．6 士 3．6
103． 士7．7 105．9士 3．3
102．0 士9．0 106．0士 3．8
44．1 土42． 0 37．5 士30．
20．3士26．5 3．2 士 9．3
13．6士21．0 0
3．8 士 6．4 0






Ea ch valu e repre s e nts m e a n士S■D． C， grO up that w a s n ot m a nipulat
－
ed． N く十I， grO up Who s e c o ndu ctio n w a s maintain ed afte r obstru ctio n
of abdomin al a o rta a．nd fe m o r al a rte ry． N 卜1， gr O up Who s e
c o ndu ctio n was blo cked． D， gr O up that w a sde ad．
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串 ， pく0．05 by A N O V A follo w ed by Du nc an
，
s m ultiple c o mpa ris o n withea ch othe r
at the s a m etim e．





Fig． 13． Re c o rd ing of sciatia N E Pa nd N B F
くR2I afte r obstru Cting ab domin al a o rta a nd
fe m o ral a rtery．
Fig．14． Cha nge s in the a mplitude of s ciatic
N E P二 0－0， C gr o up i ム ーA ， N 上り gro up I
中 一魯 ，N 卜1 gr o up三 X － X ， D gr o up ． Gr o up C，
N 什I， N 仁1， D refe rto Table 3．
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Table 4． C hen8e Sin the s ciatic n erve bIood flo w
in thr e e即 O uPS
Blo od flo w く％Iofc o ntr oI v alu e
C N く＋ユ N トラ
min n ニ 4 n ニ 3 n ニ三 6
5 110．5士 2．1
10 108．5士11．9
15 1 12．5 土2 3．4
20 1 06．5 士2 3．6
25 1 09．3 士34．0
30 99． 士30 ．0
35 10 5．4 士32．0
40 10 4，3 土34．0
45 105．7士28．7
50 10 3．4士28．9
5 5 9 9．6 士23．1
餌 102．2土23．5
15．8土 3．5 6 ．4士6．0
16．7士 6．1 8．1士4．5
2 2．5 土 2．0 7．7 士4．5
2 6．8 士 2．5 6．9 士4．4
3 0．1土1 2．0 6．8 士3．8
30．1 士16．0 8．1 士2．3
36．9 士1 1．6 9．3 士5．6
36．0 土1 4． 9．5 士5．8
38．1 士12．8 11．7 士7．3
44 ．6士23．9 10．4士6．7
44．7 士23．6 12．0 士7．4
58．6 士46． 12，7 士8．8
Each v alue r epresents m ean士S．D． GroupC， N什ン．
Nく－ Jrefe r to Table 3．
Multiple c o mparis on of m ea．n s






球 審 N S
N S 串 N S
蹄 ， Pく0－05 by A N O V A Eollo w ed by Du n c a n
．
s
m ultipIe c o mpa ris o n with e a ch other at sam e
tl m e．
D lO 20 S8 4ロ 50 占0 い血り
Fig． 15． Cha nge sin the N 13 F二 0－0， C gr o up ニ
ム ー A ， N 什1i ゆ一書 ， N 仁1ニ X － X ， D gro up．
Gro up C， N く十1， N 卜Ir eferto Table 3．
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25分で 全例 N E P が消失 し た ． N く
－ 1 群も1 5分 に
は 44 ．1 士42．0％， 20分に は2 0．3士26．0％ くn ニ 6っ と
減少 し以後60分 まで ， N く十1 群と の 間に 有 意羞 を認
め た ． しか し N く一 つ の 伝導障害 は
一 過性で40分に は
7．8士15．6％と 回復傾向が見ら れた ■ 50分 に は 16．8士
18．0％と D群 に比 し有意 に 増加 し た くpく0．05ト N
いH 群と C群の 間に 有意差は な か っ た ． N く十1 群
で 2 飢 N ト1 群で 3例 に 血行遮断後 5分か ら10分
で 一 過性 に 振幅増大現象 を認 め た く表 3 ， 図14ト
ニ の 時の 各群の R2 の血行動態 を見 ると ， 遮断後 5
分 ， N く十う 群は 遮断前の血流の 15．8 士3．5％ くn
ニ
31， N く－ 1 群は6．4 士6．0％ くn ニ 61 と 両者と も C
群に 比 し ， 有意 に 低下 し た くpく0．05う■ N く十1 群
は ， そ の 後血流量 は15分に は 22．5 士2．0％， 30分 に は
30．0 士16．0％と徐 々 に 増加 し， 55分 の 44．7 士23．6％ ま
で C群と の 間に 有 意羞 を認め た くpく0．05つ． N く
一っ
群 は N E Pの 振幅数が C群 ， N く＋1 群に 比 し ， 有意
に 減少す る15分 に は血流 は 7． 7 士4． 5％ に 減 少 し て い
た ． 25分で は6．8士3．8％と最低 と な り以 後 は徐々 に 増
加 した ． 一 旦伝 導障害 を起 こ し， そ の後振幅が有意 に
回 復 した40分 に は 血流 は 9．0士 25■8％ ， 60分に は 12．7
士8．8％に 回復 した ． N く＋コ 群は 遮断開始よ り60分ま
で C群 に比 し有意 に 血流 は低下 し て い た ． N く
－1 群
と N く十う群 の血流量に は有意差 は認 め な か っ た く表
4 ， 図15う．
考 察
マ イ ク ロ サ ー ジ ャ リ
ー の進歩 に 伴 い 末梢神経外科に
おも1ても 血流 へ の 関心が高 ま っ て き た ． 末梢神経が ど
の 程度の 阻血 に よ り機能的障害や組織学的損傷 を受 け
るか を知 る こ と は ， 指肢再接着術 や血管損傷時 の末棺
神経の 外科的操作に と っ て 重要で ある 一 こ れ ま で 末梢
神経局所血流測定法と し て1964年 Auklsnd ら
1 直 の 開
発 した水素ク リ アラ ン ス 法 く吸入式水素ク リア ラ ン ス
酎 や ， 1974年Sto s se ck ら
1 S
切 報 告 した電気分解 を応
用 した水素ク リ ア ラ ン ス 法 く電気分解式水素 ク リ ア ラ
ン ス 酎 を用い て の報計
－はあ る ． しか し， こ れ ら の 問
題点と して ， 電極刺入 に よ る組織の 機械的損傷 に よ る
微小循環 へ の影響が考え られ ， さ ら に 一 回の 測定 に 数
分を要 し ， こ の 間血行動態 が全く変化 し ない こ とが 測
定の 条件であり ， 連続的な測定は不可能 で あ る ． こ れ
に 比 し て1964年 Yabe ら
8りこ よ っ て発 表 さ れ た レ ー
ザ ー ド ッ プ ラ ー 法は 非侵襲的 に ， 連続的に 測定が可能
である な どの利点 を有 して お り ， 現在 ま で に ， 皮膚血
流 を始め ， 網膜
8，
， 腎勒 ， 小腸
1 0等 身体各部位 の血流測定
へ の応用 が報告 され てい る ． 末棺神経組織 に つ い て は
Ru ndquist ら
5，
J l数の 報告が ある だ け で ある ．
レ ー ザ ー ド ッ プラ ー 法の 測定範囲に 関 し て は ラ ッ ト
の 腎で深度 は約 1 m m と の 報告
削が ある が ， 測定組織．
レ ー ザ ー の 出九 pr obe の形状 に よ り異な る と 考えら
れ て お り ， 末棉神経組織 に お い て は明 ら か で な い ． 今
回 の 実験 よ り本装置の 末梢神経組織 に お け る測定深度
は約 1 m m と考 え られ ， 極め て 小範囲の 測定が可能と
い う こ と に な る ． し か し レ
ー ザ ー ド ッ プラ
ー 法に も幾
つ か の 問題点が あ る ． 第 一 に 部位の 違 い に よ っ て レ
ー
ザ ー 光 の 透過範囲が異 な る こ と で あ る ． 今回 は末梢神
経と い う 比 較的構造 が
一 定 の 組織 の 測定 で あ り問題が
少 な い ． しか し血 管系の 構造は均
一 で は な い ． 岡 本
13－
は犬 坐 骨神経 に は小動脈 く口径約60メイ1 と 毛 細動脈
く口径約 8い の存在 を述 べ て い る ． 今回 の 測定 に関
して は 神経上膜 小動脈 を避 け ， で き るだ け均
一 な部分
の 測定 を行 っ た ． 第 二 は ， 血流 中の 赤血球 ト マ ト ク
リ ッ トう の 変化 お よび 酸素飽和度に よ っ て 出力が 変わ
る こ と で あ る ． 今 回の 筒 血 に よ る Hypoten sio n 時 ヘ
マ トク リ ッ トは 測定 して い な い が ， 全血 の 竃 血 に よ る
Hypo v ole mia で あ る た め問題 は少 な い と 考 えら れ
る ． 今 回 剛 一た 装置 は従来の 波長 63 2n m の He．Ne
レ ー ザ ー 光 と 異 な り ， 半 導体 レ ー ザ ー で 波長 は 780
n 皿 で あ る ． こ の 波長 は ヘ モ グ ロ ビ ン の 酸化度に よる
影響が極め て 少な い の で ， Hy po xia に 関 し て 問題な
い と考 え られ る ． 第三 に 血流 の 絶対値 と の 関係で あ
る ． レ ー ザ ー ド ッ プラ
ー 法は 赤血球 の 速度 と probe 先
端 の 半円球領域内の 赤血 球数と の 積に よ り 血 流が算出
さ れ る ． こ の た め血流 の 絶対値 と して の 表示 に は限界
が あ る ． しか し今回 の 結果 か ら水素 ク リ ア ラ ン ス法に
ょ る測定値と の 問に は r 二 0 ．9 77くn 二 8っ くpく仁j．0 い
と い う 強 い 相関が あ っ た ． Ru ndpuist ら
5，も ラ ッ tl の
坐骨神経 を用 い て ， 亡
14Cjiodo a ntip yrin e に よ る 血流
測定と の 比較 を行 い ， 相関係数 は0．73で あ っ た と述 べ
て い る ． つ ま り 他の 方法 で 一 度較正 すれ ば絶対値を得
る こ と は可 能 で ある ．
血 流の 変化 と連続的記録に つ い て は 熱拡散法を用し1
て比較検討 し た ． 熱拡散法 に つ い て は Ca rter ら
畑 が
xe ク リ ア ラ ン ス を 用 い 脳皮質の 血流測定 に お し－て有
意な 相関 を認め ， 連続 測定法 と し ての 有用 性 を報告し
て い る ． レ ー ザ ー ド ッ プ ラ
ー 法は 熱拡散法 と ほぼ同様
な反応 を示 し た ， しか し熱拡散法は 周 囲の 温度変化の
影響 を受 け や す く ， 長時 間の 測定 は困難 と考 え らjL
た ． こ の 点 レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 は温度変化の 関係な
く 安定 した 測定が可能 で あ っ た ■
以上 よ り レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法は極 め て小 範囲 憫
定深度約 1 m mう の 連続測定が可能 で ， 周 囲の 温度変
阻血状態下 の 末棉神経の 血 流変化の 測定 999
化に 影響 を受 けず ， 他の 方法 で 絶対値の 較 正が 行 える
などの 利点が あ り ， 末栴神経血流測定 に お い て の 有用
性が確認さ れ た ■
末椅神経と 阻血 の 問題 は ， こ れ ま で タ ニ ケ ッ トを用
い た 実験 用18－， 大 血管 結教案験1 珊 ， 分節血 行遮 断実
験21－な どが 報告さ れ て い る ． 今回 レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー
法が連続的 測定 が可能 と い う 利点を活か して
，
末栴神
経の阻血 をた ら す全身的因子 と し て の Hy pote nsio n．
Hy poxia ， 局 所因子 と して Ko rthals ら19Iの 方法に よ
る大血管遮断に お け る 血行動態 を検討 し た ． Hy poト
e nsio n に つ い て中枢神経系で は a uto r egulation が 知
られ てるが
， 末梢神経 で は不 明 で あ っ た ． Lo w ら2 2恨
水素ガス ク リ ア ラ ン ス 法を用 い て血圧 と末梢神経血流
量と の 間 に 対 数関数的 な 関係 を認 め て い る ． ま た
Smith ら23，も 猫の 坐骨神経 を用 い 罵 血 と ア ン ギ オ テ ン
シ ン に よ る 血圧 変動 に お い て a uto regulatio n は な く ，
平均動 脈圧 80－110m mfig の範囲で 神経血流量が 最 も
多い と報告し て い る ． 今 回 幕 血 に よ る Hypoten sio n
に お い て 平均動脈圧 りり と神経血流量 くYう の 間 に
はY ニ 0－533X憫0■664 くn 二 55プ くr ニ 0．865pく0． 伸
の関係を認 めた － E k 18f ら24，は末梢神経 は脳皮質 に 比
し酸素消費 は1ノ20で あ る が ， 血 流量は1ノ6 である と報
告し， 阻血に 弱い 中枢神経と異な り ， 末棉 神経 の 血流
は豊富で あ り ， 神経伝導障害が起 こ る に は か な り の 血
流低下 を要す る と述 べ て い る ．
Hy po xia の 影響 は 中枢神経 に お い て は ， 直接血 管
を拡張さ せ る作用 に より ， 血 流が 増加 す る こ とが 良く
知られ て い る － 末梢神経 に お い て は Lo w ら22，は 水 素
ク リ アラ ン ス 法 に よ る 結果よ り平 均血 圧 の 低下と神経
血流 の 減少 ， 血 管抵抗 の 増大 を報告 し ， 原 因 と し て 心
筋収縮力の 低下 と交感神経系反射 に よ る 末栴血 管収縮
を上 げ て い る ． 今 回 の 実験 で は 平 均動脈圧 は 1 8士
4％
， 神経血 流量 は 41 士 16％ くn ニ 9う と有意 に 増加
した くpく0■ 棚 ■ そ し て 両者の 時間的 な経過 は ほぼ 平
行し て い た ． つ ま り末栴神経 の 血 管系 は Hy poxia に
特異的な反 応 を示 さ ず ， 全身的 な血 圧 の 変動 に よ っ て
血 流は変化 して い る と 考え らゴ■tた ．
末梢神経の 血 行支配 に つ い て は こ れ ま で 解剖学的な
多く の 報告 が あ る － Su nde rla nd25，は 神 経幹表面 の
lo ngitudin al a rr enged a rte riole s， uninte r rupted
intra n e u ral syste m of lo ngitudin al ple x s u s， reglO－
n aln utrie nt arete rie sに 分類 してし1る ． 岡本13，は今回
用い た犬坐 骨神経 に つ い て ， 微小 血 管造影法 を用 い 検
討し ， －一 様 な長軸方向の 連続的立体的毛細血管網 を認
めて い る ． 坐 骨神経 の 各部位 で ， その 血 管網 に 血 流を
供給す るの が
， 前殿動脈 ， 後殿動脈 ， 内側大腿 回旋動
脈
． 後大 騒 動脈の 分枝 で あ る ． 今回の 動脈遮断実験 よ
り
． 脛骨神経近位端 くR 31 は 大腿動脈の 分 枝 よ り8
5％ ， 残 りの 血 流は よ り中枢の動脈 の分枝 と長軸方向
の 神経内毛細血管網か ら 受け て い る と 考え られ る ． 坐
骨神経近位端 くRlう は それ ぞ れ20％， 80％の 血 流 を得
て い た ■ 腹大動脈 ， 大腿 動脈両方の 遮断に よ り坐 骨神
経全長 に 血流低下9 0％の 高度 の阻血状態が確認さ れ
た 一 両大血 管遮断 に よ る 水素 ク リ ア ラ ン ス 法に よ る計
測 で は ， Rl は26．9士 3－3か ら 5■ 9士5 ．3mlノminl1 0 0
ml と約20％の 低下 を示 し
，
R 3で は18．2士3．0 か ら O
mlノminl100ml で あ っ た ■ レ ー ザ ー ド ッ プラ ー 法 と水
素 ク リ ア ラ ン ス 法の 測定法の 違い に よ り若干 結果 は異
な る が ， い ずれ に し ても 両大腿血管遮断に よ り坐 骨神
経は か な り高度 な阻血状態に な ると 言え る ． 阻血 の 程
度 は Rl よ り R3
，
つ ま り 中枢 よ り末棉が よ り強か っ
た ．
完全阻血 に よ り神経が伝導障害を起 こ す こ と が知 ら
れ て い る が 川 糊
，
一 体 どれ だ けの 血 流が あ れ ば神経 の
機能に 影響を及 ぼさ ない の か は 不明で あ っ た ． そ こ で
著者 は両大腿血管遮断に よ り ， か なり 高度の 阻血 に 陥
る が血 流 は 0 で は な い状態 と なる 坐 骨神経 くR 2う を周
い
， 血流 の 測定 と同時 に 神経誘発括電位 くN E門 の 測
定 を行い ， 血 流量 と 神凝 の 機能 の関係 を検討 した ．
Gie r o nら 卿 は 猫の 腹大動脈 ， 外腸骨動脈 ， 内腺骨動脈
を遮断し ， 坐 骨神経 は大腿 と展開節の 間で 伝導障害が
起 こ る こ と を 述 べ て い る が ， 著者 は 更 に Rl
，
R 2，
R 3の 部位 を検討 した 結果， R2 を実験 に 選 ん だ ． C群
の 神経伝導速度は ， 85．9士4 ．5mノs で ， 波型 は 3 相性
で通 常の 末栴神経幹刺激 に よ り誘発電位と ほ ぼ 同 一 で
あ っ た ． 阻血 に よ る電位の 変化は 5 分か ら10分後 で N
く＋J 群の 3例中2例に N 仁1 群の 6例中 3例 に ，
D群 は 7例中 5例 に 一 過性 の 振幅増大現象が認め られ
た ． 飯塚ら27，は上行大動脈遮断によ る完全阻血 の 実験 に
よ り こ の 現象 を検討し ， 神経線稚の 闘値が低 下 し興奮
性が増大 した結 果 で あ る と述 べ て い る ■ ま た 同時 に 測
定 した血流量 は
，
N く十J 群と N ト1 群の 阻血 後 5
分 で ， それ ぞ れ 15．8士3．5％， 6．4士6．0％， 10分 は16．
7士6－ 1％ ． 8，1士4 ．4％ で あ っ た ． こ れ よ り完全阻血 で
な く ても ， こ の 程度の 阻血 で 神経の 闘値 に 変化を与え
る こ とが 明 ら か と な っ た ． 1 5分 後 の N E Pは ， N
仁1 書取 D群 と N く十 H 軋 C群 の 間 に有意 な変化
を示 した ． N ト1 群の 15分の 血 流量は 7．7士 4．5％，
20分 は 6．9士4 ．4％ で あ っ た ． つ ま り正 常 の 血流量 の
7 旬 8 ％前後 の 阻血状態が続 く と， N E Pの 振 幅 は 有
意に 低下 した こ と に な る ． この 振幅 の 低下 は 心 停止 後
の 変化で あ る D群と 有意差が なか っ た ． しか し， 40分
1000
過ぎに はN ト1 群の N E P の振幅 は7－8士1 5．6％と 回
復傾向を認 め ， 伝 導障害 は
一 過性 で あ っ た ■ 一 方 N
いう 群の血流 は15分後 22．5士2－5％， 20分 に は 26．8
士2．5％で C群 に比 し有意 に 低下 して い た ． つ ま り約2
0％の 血流があれ ば 神経 の機能 は維持 で き る と推察 さ
れ た ． 今回の結果 か ら約 7％ か ら20％の 血 流が 末梢神
経の機能障害を起 こ しう る臨界点 と考 え られ た ．
結 論
レ ー ザ ー ド ッ プラ ー 法 を用 い て犬 坐骨神経 の 局所血
流量 を測定 し ， 吸入式水素ク リ ア ラ ン ス 法 ， 熱拡 散法
と対比 し， 末梢神経血流測定法と して 本法の 有用 性 を
検討 した ． そ の 後 ， 本法 を用 い 生体内で末梢神経内阻
血 を も た らす 全身的因 子 と し て ， Hypote n sio n と
Hypo xia 局所田子 と して 大血管遮断条件 に お け る 血
行動態を調査 し ， さ ら に ， 神 経の機能維持に 必要 な血
流量 を明ら か に す る た め に ， 阻血 時の 神経誘発電位 と
血流量と の 関係 を検討し た ． 得 られ た結論 は次の通り
で あ る ．
1 ． レ ー ザ ー ド ッ プラ ー 法 と水素 ク リ ア ラ ン ス 法 と
の 間に は r ニ 0 ．977くn こニ 81 くpく0．01コ と い う 高い 相
関が認め られ ， こ の方法 に よ り絶対値の較正 が 可能で
あ っ た ． ま た熱拡散法 と の 同時連続測定 に お い て 両者
は ほ ぼ同様 な反応 を示 した ． レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 は
周囲の温度変化 に 関係な く測定が 可能 で あ っ た ． 以 上
よ り レ ー ザ ー ド ッ プ ラ
ー 法の 末棺神経血流連続測定に
お ける有用性 を確認 し た ．
2 ． レ ー ザ ー ド ッ プ ラ ー 法 を用 い て阻血状態の末棉
神経の血流量 を検討 した結果 ．
11 罵 血に よ る Hypote n sio n に お い て神経血流量
くYう と平均動脈圧 りい の間 に は ， Y こ 0 ．5 33 X
－
0．664くn ニ 551 r ニ 0．805くpく0．0い の 関係 が あ り ，
中枢神経系で 見 られ る a uto regulatio n は 認 め られ な
か っ た ．
21 10％酸素吸 入 に よ る Hypo xia に より 平均動脈
圧は 18士 4 ％， 神経血流 は4 1 士16％くn こ 9う 有意 に
増加 した くpく0．0引 ． 両者の 時間的経過は平行 して お
り ， 血流の変化の 主 因は血圧の変動 と考 え られ た ．
3I 腹大動脈と大腿動脈の 同時遮断に よ り坐 骨神経
は高位 に よ り血流量 に 差が あり ， 末棺 に よ り強 い 阻血
状態と な る ． 大腿中央部 で 9例中 6例 に 坐 骨神経誘発
電位 くN E Pl が 消失した ． 両大血管遮断に よ り N EP
の 消失 した群の 血流は遮断後15分で 7．7 士4－5％ くn ニ
6I で ， N E Pの 消失 しな い 群 は 2 2．5士 2 ．0％で あ っ
た ． こ れ よ り神経 の機能障害 を起 こ す臨界点 は約 7％
か ら20％の 間に存在す る と考 え ら れ た ．
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s of Pe riphe r al Ne rv e u nder Is che mic
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T he rcliability of the laserdop pler method to m e
asu re the local blo od flo w of
pe ripheral ncrve w a s evalua ted in this s
tudy． T he c anine s ciatic n e r
v e w e r e e mployed as
te st specim en s． T he re was a poSi
tiv ehigh c o rrelatio n くr ニニ 0■9 77， p く 0．O1 betw e e nthe
v alu c s obtain ed by the lase rdop pler m ethod and the hydrogen g
as cle arance m ethod．
A Iso ， the res ults of co ntin u o us blood flo w mea s u r e m e nt by
this m ethod agr eed w e11 with
tho s e of the ther m al diffusio n m ethod－ T he la s e rdop p
ler m ethod sho wed the follo wing
adv a nt ages． 1 Co ntinu o u s m o nito ring is possible
－ 21 M e a su re m e nt in s m alltis su e is
pos sible ． 31 The res ults are little influen ced by environm ental ch
ange s 41 The calibration
t o absolute valu esis e asy － Utilizing the laserdop pler m ethod，
the loc al blo od flo w of
c anin e sciatic n e rv e w as c ontinu o u sly m o ni
to r ed and the influ e n c e of the fa cto rs wh ich
causeische mia in the peripheral ne rv e s w a sevalu ated－ Hyp
o tension and hy po xia w e re
st udied as syste mic factors and the obstructio n of rn ajo r vess els was eval
ua ted as alocal
facto r． Under hy pote nsion， there w as aline ar c o rrelatio n betw e e n
the m e a n arterial
press ureくXl a nd the n eu ral blo od flo wくY，ニ Y
ニ 0．533 X－ 0．664， r ニ 0．805くp く 0．011．
underhy po xia， the m e a narteria pressu reincre ased by
1 8士4％ a nd the n e ural blo od flo w
incre ased significantly by 4 1士18％ くp く 0．O l，． The kin etics of both pa ram
ete rs clos ely
pa ralleled， S ug geSting that the i
n c r eas ein n e u r al blo od flo w wa s m ainly attributable to the
rise in the blo od pressu re ． With the obstru ctio n of the ab do m
inal a ort a and the fe m oral
artery， the c orr elatio n of neural ische mia a nd n eu r alfu n ction
w a s e s tim ated． C ondu ction
disturba n ce ofthe n erve e v oked pote ntialsくNE PI w as observ ed in the mid
－
pO rtio n of the
sciatic n crvein six o ut of nin e specim e ns． In the gr oup of diminish
ed N E P， the neu ral
blo odflo w w as7． 7土4．5％ of c o ntrol afterfifteen minutes of ische mi
a． while in the group
in which the N E Phad n ot diminished， the blo od flo w was 2 2．5士2．0％ atfif
teen in utes．
T he s c r esults sugge st that thc c ritic al po lnt Of n
e u r al blo od flo w c a u sing the pe ripher al
n er v edysfu n ctio nis so m e whre rbetw e e n7％ a nd 2 0％ ．
